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日立製作所のアプリケーション開発支援体系CAPSDFの概観 CAPSDFは,技法･方法論･支援ツール･リボジトリが一体となってア
プリケーション間発を強力にバックアップする｡

CAPSDF(Computer-aidedApplicationSystem

DevelopmentFramework)は,トータル システム

コンセプト"FOREFRONT''に基づく分散システム

環境で叫官報システム開発を支援する開発支援体系

である｡技法･方法論･支援ツール･リボジトリと

いった開発支援に欠かせない要素技術を統合し,こ

れらが一体となって開発を支援する｡クライアント

サーバ型の開発環境であること,大型コンピュータ

中心の大規模システムからワークステーション業務

の開発までマルチターゲットであること,業界標準

のトースタモデルに準拠していることなどの特徴を

持つ｡また,方法論の一つとしてデータ中心アプロ

ーチを採用しており,支援ツールやリボジトリが,

この考え方に基づく開発作業を強力に支援してい

る｡このほか,プロトタイピング技法や構造化技法,

部品再利用技法,プロジェクト管理技法なども支援

している｡

*日立製作所ソフトウェア開発本部 **日立製作所ビジネスシステム開発センタ
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山 はじめに

情報システムは,企業戦略のキーとしてますます重要

さを増す一方,情報システムへの要求も多様化し,それ

らの要求に対応するために,クライアントサーバシステ

ム,オンライントランザクションプロセッシングなど,

コンピュータ環境が著しく進化しつつある｡このような

状況の中で,開発言語やシステム規模に応じて柔軟に構

築でき,容易に運用できるアプリケーションの実行環

境･開発環境の提供が強く求められている1)･2)｡

日立製作所は,オープン化･分散化への対応を柱とす

るトータル システム コンセプト"FOREFRONT”(新

しい情報処理環境を支えるコンセプトを言う｡)に基づ

き,分散システム環境での情報システム開発を支援する

開発支援体系CAPSDF(Computer-aided Application

SystemDevelopmentFramework)を確立した｡

ここでは,単にCAPSDFの特長について全般的,また

各構成要素ごとに述べるだけでなく,開発方法論の一つ

であるデータq■】心アプローチに着目して,CAPSDF体系

上でこれらの要素がいかに有機的に結びついているかに

ついて述べる｡

凶 CAPSDFの特長

2.1全般的な特長

(1)情報システム開発の体系化

CAPSDFは,情報システムの計画･分析から設計･開

発,運用･管理までの全ライフサイクルにわたり,そこ

で必要とされる各種作業を支援する考え方,製品を体系

化したものである｡情報システム開発の計画技法,開発

方法論,支援ツール群,およびこれを支えるリボジトリ

で構成しており(9ページの図参照),これらが一体とな

って情報システムの開発を支援する｡

(2)マルチターゲット開発環境の実現

多様な情報システム開発のニーズに対応するため,ワ

ークステーション業務の開発からホストコンピュータ中

心の大規模システムの開発まで,幅広いアプリケーショ

ンの開発が同一の開発環境上で行える｡

(3)ソフトウェアー貰生産システム

ソフトウェア開発の上流工程から単体テストまでをワ

ークステーション上で実行できるようにした｡また,上

流から下流までのソフトウェア開発に必要となる情報資

源を共有化･一元管理を可能とするリボジトリサービス

により,ツール間の結合を強化している｡

10

2.2 CAPSDFの構成

CAPSDFは,技法･方法論･支援ツール･リボジトリ

が一体となって情報システムの開発を支援する｡個々の

構成要素について以下に述べる｡

(1)情報システム統合計画技法"HIPLAN''

情報システム統合計画技法HIPLAN(HitachiIntegra-

tedPlanningProcedureforInformationSystem)は,経

営に寄与する情報システムの計画･分析をユーザーの視

点に立って具体化する計画技法である｡情事艮システムの

戦略の企画"HIPLAN-SV(StrategicSystemVision)”,

情報システム全体計画の立案"HIPLAN-MP(Master

Plan)'',個別システム開発計画の策定"HIPLAN-AP

(Action Program)'',個別システムの外部仕様の決定

"HIPLAN-AD(Application Design)''という4ステー

ジで構成しており,企業全体から部門まで,さまざまな

情事馴ヒのニーズに対応する｡

(2)情報システム開発方法論"HIPACE''

情報システム開発方法論HIPACE(HitachiPhased

Approach for High Productive Computer System's

Engineering)は,HIPLANによって計画･分析された情

報システムを実現するための開発方法論である｡ユーザ

ーニーズの把握から情報システムの設計･開発･テス

ト･運用･管理まで,ライフサイクルでの一連の作業を

フェーズごとにシステム開発標準手順"SPDS”(Stan-

dardProceduretoDevelopSystem)として標準化して

いる｡

また,開発手順の各作業で使用される技法の主なもの

としてデータ中心アプローチ,オンラインプロトタイピ

ング技法などがある｡オンラインプロトタイピング技法

とは,ユーザーの要求仕様を早期確定するとともに,オ

ンラインプログラムの構造を画面制御とメッセージ処理

に分離するよう標準化し,生産性と品質の向上を図る技

法である｡データ中心アプローチについては3葺で詳述

システム設計者用

ツール群

プログラマー用

ツール群

管 理者 用

ツ ー ル 群

SEWB3プラットフォーム

(ツール間のメッセージのやり取り,データ資源の共有)

図I SEWB3ソフトウエアの構成 SEWB3は,システム設計

者用ツール群,プログラマー用ツール群,管理者用ツール群および

これらを搭載するプラットフォームで構成する｡
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する｡

(3)支援ツール群

CAPSDFでの支援ツール群は,上述のシステム開発計

画技法,開発方法論を利用したシステム開発を支援する

ツール群である｡主なツールについて以下に述べる｡な

お,SEWB3(Software Engineering Workbench3),

EAGLE/4GL(EffectiveApproachto Achieving High

LevelSoftware Productivity/4th Generation Lan-

guage)の詳細については,この特集号の別論文｢ソフト

ウェア開発支援ツール"SEWB3,EAGLE/4GL”の機能

と特長+を参照されたい｡

(a)ワークステーション型統合開発支援環境"SEWB3''

SEWB3は,ワークステーション上の開発支援環境

で,システム設計者用ツール群,プログラマー用ツー

ル群,管理者用ツール群,およびこれらを搭載したプ

ラットフォームで構成する(図1参照)｡

(b)ホスト型開発支援ツール"EAGLE2”

EAGLE2は,ホストコンピュータ上で動作する開発

支援ツールである｡今までに培われたソフトウェア開

発情報資源を有効に活用しながら,信頼性の高いシス

テムが効率よく開発できる｡また,SEWB3と連携した

システムの開発も行える｡

(c)第4世代言語"EAGLE/4GL''

ファイルから印字したい項目を選択

)主

EAGLE/4GLは,頻出する業務処理に限定して処理

をパターン化して基本アルゴリズムの検討を不要とす

ることにより,プログラミング作業の効率を飛躍的に

向上させるものである｡さらに,バッチ系として,デ

ータベースやファイル内容の一覧表,集計表など帳票

出力業務のための自動作表機能(図2参照),対話系と

して,一品一葉,多品一葉などきめ細かい対話サブパ

ターンを持つ｡

(d)リエンジニアリングツール

リエンジニアリングツールの機能は,既存ソフトウ

ェアを分析して上流の仕様情報を抽出するリバースエ

ンジニアリング,既存ソフトウェアを再利用が容易な

形式に変換するリストラクチャリングおよびフォワー

ドエンジニアリングに大別される｡リバース エンジニ

アリングツールは,プログラム仕様書,ファイル仕様

書,画面･帳票仕様書などSEWB3,EAGLE2の各種仕

様書をソースプログラムから逆生成する｡リストラク

チャリングツールは,データ標準化機能とプログラム標

準化機能を備えている｡データ標準化では,既存ソフト

ウェア内のデータ項目を分析し,その結果をSEWB3,

EAGLE2のデータ項目辞書,データ仕様書に登録する｡

プログラムの標準化では,既存ソースプログラムを,

標準データを使用した標準ソースプログラムに書き換

必須(す)項 目;作表時省略不可項目

ユーザー選択項目;作表時省略可能項目

項番 接頭語 レベル フィールド名 別 名 属性 文字数 反復

0001 11 01 売上レコード

‡0¢.0_2‡11三‾ミ‡‡‡モーミ‡ここご-.‡三02ミ‡三.三‡1壬こ三三ニミ手仕入れ先メーカーコード‡ミこ‡‡ミミ@_e三毛‾三ごミミミ1英数字‡こ

･旦_¢二亘二享1‾‾1▼践‾'′パー‾●滋白二≧霊室●ゝ托取_り扱い奉最ヨ_｢_ド脚諸法菜蔓' 婁旦巨#鞍製`点描巨#

8‾6‾‾Q__4汀了重出Ⅴ
.鑑申二三蛋試‾弦_.商品コード萱許群≡芋葉菜≡至芸淋毒

野面7#
シ硲■■■l■←■

†±｢たン■
′くくくく 椰:‾▼盲≡ 椰}}}六';■;さ>>>

詩…央 芋鼓さ#鞍管領

▼す■¢‾¢_ち㍗二l二二王鞍手聾.≡好古▼至湖
凍土

●

長∃･冊ミ革帯'流ン‾‾‾沌写芳珊●拭≦≦′祝撒き喜輔■'
:写画口讃洋ゾーン苛

椰くく湖‾‾冗
･′′ン:〉:÷ヽ●･●･

恕冗 里詫粧謹撰立.虹宏重安望桝き琵≒≒法学≦≦ 資琵某級ヨ三重
一′′･■･･ヽ･ヽ●･:く･.ヽ･.く･

Jリ_■:くくくく･ト:く･>′′

0006 Rl 01 仕入れ先ファイルレコード

0007 Rl 02 商品類別

,=■0008‡二‡こ･R_1二‡.こ_二二:‾･ニーニーミ■■さ_こ三_0:壬こ.こ_‾ミニご-.ゝきご.‡‡キ取り扱い商品コード三.ここ‡三三去@Dミ‡.‾こ二‡こご二‡‡･≡ミこ:ミ.ミ英数字ご≒こご･ニ.ミ
_洋三5≡･三‡000g Rl 03 商品名 @E 漢字 10

1自動生成
売上

ファイル

仕入れ先

ファイル

帳票出力

プログラム
得意先名

申品名
ボールペン

えんぴつ

得意先売上リスト
g3年11月30日1ページ

00工務店

売上数量 売上金纏
13 1,300

10 500

合計 1,800

図2 EAGLE/4GL自動作表機能 自動作表機能によってファイルの内容を帳票に出力するアプリケー

ションを,プログラミング作業なしに開発することができる｡

11
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変更要求

リバースエンジニアリング

リストラクチャリング

既存システム

変更影響
分析

設計仕様

新ソース

SEW83/EAGLE2 新システム

フォワードエンジニアリング

図3 リエンジニアリング リバースエンジニアリングやリストラクチャリングによって抽出された設計情報や,ソ

ースで変更影響分析を行って得られた結果に基づいて,新システムの構築を行う｡

える｡リエンジニアリングツールの抽出設計情報は,

通常のフォワード エンジニアリングツールSEWB3,

EAGLE2などで利用可能である(図3参照)｡

なお,リバースエンジニアリング,リストラクチャリ

ングについてはこの特集号の別論文｢ソフトウェア資産

を有効活用するリエンジニアリング支援システム+を参

照されたい｡

(4)リボジトリ(情報資源倉庫)

リボジトリとは,アプリケーションを開発していく過

程で生産･使用される上流から下流までのすべての情報

資源を,共有化･一元管理を可能とするデータベースで

ある3),4)｡情報資i原としては,業務用語やデータ項目など

の辞書情報,データフロー図やシステムフロー図などの

仕様書情幸臥 ソースコードなどがある｡これらの情報を

単独に管理するだけでなく,例えば仕様書どうしの関連

や仕様書とデータ項目間の関連など,情報間の関連情報

も管理しているところに大きな特徴がある｡各ツールが

リボジトリを共有することにより,アプリケーション間

発の全工程を通して成果物を統合管理できるので,開発

情報の再利用ができ,アプリケーション間発の生産性･

信頼性が向上する｡なお,CAPSDFでのリボジトリの具

体的な説明,利用技術については,この特集号の別論文

｢ソフトウェア開発支援ツール``sEWB3,EAGLE/4GL”

の機能と特長+を参照されたい｡

田 データ中心アプローチの考え方

この章では,CAPSDFの主な特徴の一つであるデータ

12

中心アプローチの考え方について述べる｡

DOA(Data Oriented Approach:データ中心アプロ

ーチ)とは,｢システム開発での最も重要な資源はデータ

である｡+という考えに基づいてデータ分析と標準化を行

い,システム設計以降の開発作業に利用する方法のこと

である5)｡このアプローチの特徴について以下に述べる｡

(1)企業･組織全体が対象

DOAは,企業や組織全体を検討の対象とする6)｡企業や

組織でのシステム開発やその運用での問題を解決しなが

ら,一定の目標概念へ導くことを目的としている｡すな

わち,単なる1回限りのソフトウェア開発だけでなく,

企業やぎ阻織で繰り返し実施されるソフトウェア開発全体

の生産性を向上させることを目的としているのである｡

ユーザー要求や個別のトランザクションに基づく従来の

処理プロセスの設計法に比べて,標準データの安定性,

ユーザーのデータ有効活用,データとプログラムの関連

単純化,標準データに基づくソフトウェア部品化などの

点で優れている｡

(2)データの共有資源化

DOAは,企業や組織全体での情報処理の中核にはデー

タがあると考え,その整合性および一貫性を確保するた

めに共有資源化する｡データを中核に置いて考える理由

としては,企業や組織が抱えるシステム開発や運用に関

する問題点の多くが,データや情報に関する資源管理体

制の不備に起因すると考えられる点,企業間の競争激

化･顧客ニーズの多様化などに伴い企業での｢情報生産+

の概念が台頭した点,企業が使用するデータが一般には
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イベント

業務プロセス

受 注

出 荷

請 求

回 収

し′′
X

l

､

′

/
/データの

標準化

正規化

図4 データ中心アプローチとDLCP

てデータをカプセル化する｡

DJCP

設計

共有データ資源

DLCP

DLCP

DLCP

データ

データ

データ

アプリケーション開発

アプリケーション1

アプリケーション2

アプリケーション几

注:略語説明 DLCP(DataLifeCycleProgram)

データ中心アプローチでは,実世界の実体に対する有意なイベントに対応する外部的な操作によっ

それほど変化せず安定しており,これに基づいて構築さ

れるアプリケーション群も安定することが期待される点

などがあげられる｡

(3)データのカプセル化

DOAでは,企業･組織の保有するデータの共有化を図

る際に,あらかじめ正規化･標準化したデータをカプセ

ル化して保持する｡データのカプセル化とは,そのデー

タの実現方法などの内部情報を外から隠して,外部的な

インタフェースによるだけでデータを操作させるように

する手法であり,データ抽象とも呼ばれる｡データ処理

に関するプログラムを簡潔にできると同時に,データの

実現にかかわる変更波及がそのカプセルの外に及ばない

ので,保守性の高いシステム構築が石J能となる｡

カ70セル化したデータへのアクセス手段である外部的

な操作は,実世界の実体に対する有意なイベント発生と

対J心しており,一つの実体の発牛から消滅に至る一連の

イベントを,データのライフサイクルとして定義する｡

このようなイベントに対応した処理プロセスを集約･統

合したものを,DLCP(DataLifeCycleProgram)と呼

ぶ(図4参照)｡

田 データ中心アプローチに基づく"CAPSDF”

によるアプリケーション開発支援

CAPSDFでのデータ中心アプローチのl‾い核は,リボジ

トリ内で管理されるデータ項目辞書である｡データ項目

辞書を中心としてその周辺のツール群とのかかわりにつ

いて以下に述べる(図5参照)｡

4.1データ項目辞書

データ項目辞書は,情報システム開発で使用するデー

タを保管,管理する辞書であり,前章で述べたデータ中

心アプローチに基づいて抽出されたデータ資産の格納場

所ということができる｡リボジトリ内で他の仕様書類と

同じように管理され,データの一貫性の保持,保守性の

向上,再利用の促進,システム開発の効率向上などを目

的としている｡一この辞書の内容はデータ項目と業務用語

に大別される｡データ項目はプログラム ソース コード

_Lで使用されるものであり,項目名や属性(型,けた数な
ど)を持つ｡業務用語はSDF(Structured Data Flow

Diagram)など上流の仕様書で使用されるものであり,

処理サイクル,実行部署などの情報を持つ｡データ項目,

業務用語ともにデータ項目設計支援ツールによって辞書

に登録できる｡

データ項目辞書にはデータ項目に対する処理をいっし

ょに登録することができる｡登録できる処理には,入力

項目チェック処理,人力項目編集処理,出力項目編集処

理などがある｡これらの処理は,前章でデータ中心アプ

ローチの説明で触れたDLCP,すなわちデータのカプセ

ル化を実現するものということができる｡

4.2 データ項目辞書の利用

(1)システム設計工程での利用

システム設計支援ツールを使用して,画面･帳票,レ

コード仕様,リレーショナルデータベースの表仕様など

13
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データ項目辞書

データ項自名タイプ 入出力編集出力編集 チェック条件

年月日 S〕B(入力) DATE 実在日チェック

システム設計支援

芸悪用語の凸
バッチ帳票定義

巨萱]
画面定義

巨至当
ファイル定義

巨萱二〕

フロログラム合成

凸処理の展開
プログラム

入力編集処理†
SUB

(入力)

チェック処理

実在日
チェック

出力編集処理

DATE

図5 データ項目辞書とツール群とのかかわり合い デー

タ項目辞書は,システム設計では業務名の転記に,プログラム合成

ではデータ項目ごとに割り付けられた処王里のプログラム中への展

開に利用される｡

を定義する際に,この辞書からデータ項目や属性などを

転記して使用することができる｡データの再入力の手間

を省くことができると同時に,システムで使用するデー

タの名称や属性を統一的に扱うことによって一貫性を持

ったデータの体系にでき,標準化された内容の仕様書を

作成できる｡

(2)プログラム開発工程での利用

プログラム開発でのソースプログラムの生成には,プ

ログラム合成という方法とPAD(Problem Analysis

Diagram)による方法がある｡データ項目辞書は特に前

者で利用される｡

プログラム合成とは,ソースプログラムをデータ定義

部,手続き部,プログラムを形作る骨格(パターンと呼

ぶ｡)の三つの部分に分けて別々に用意しておき,後でそ

れらを組み合わせて完成させるという方法である｡パタ

ーンが形作る骨格に,部品や定義仕様書,ユーザー追加

コーディングを組み入れてソースプログラムを完成させ

る｡パターン中のデータ項目辞書の内容を取り込みたい

場所に独自のコメントを記述しておくと,プログラム生

成時にコメントの内容に応じて,あらかじめデータ項目

辞書に登録した入力項目チェック処理,入力･出力編集

処理をパターン上に組み込む｡

なお,データ項目辞書の構成方法や利用方法について

は,この特集号の別論文｢データ中心アプローチを応用

した標準データ項目辞書の開発とその活用方法+を参照

されたい｡

向 おわりに

ここでは,アプリケーション開発支援体系CAPSDFの

全容について,技法･方法論･ツールというその構成要

素の特徴を個別に論じただけでなく,データ中心アプロ

ーチという考え方を中心としたこれらの協調関係につい

て述べた｡

この体系ではこのほか,オンラインプロトタイピング

技法,構造化技法,部品再利用技法,プロジェクト管理

技法などを技法方法論としてサポートしている｡データ

中心アプローチと同様,これらの技法もツールと緊密に

つながりがあるということをひと言加えて,この論文の

結びとしたい｡
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